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127　　　 卵巣穎粒膜細胞 におけるフ ォ リス タチ

ン 合成の調節につ い て

128　　　 顆粒膜細胞 の ホ ル モ ン 産生能 に及 ぼ

す莢膜細胞の 影響 ：卵胞発育に ともな う変化
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〈 目的〉 アクチ ビ ンの 結合蛋白である フ ォ リス タ

チ ン （FS）は 、ア クチ ビ ンの作用を修師する物質 で

あり、顆粒膜細胞の調簾因子の
一

つ とし て 重要 な

役割を果た し て い る と考え られる。そ こ で、ラ ッ

ト卵巣顆粒膜細胞に おい て FSの合戒の調節 とFSの

FSHレ セプターに対する作用に つ き検討 した。〈方

法 ＞ 21日齢幼若雌 ラ ッ トに DES を2mg 、4臼問皮下注

した後、卵巣を摘出、無血清培地に て顆粒膜細胞

の 初代培養を行 っ た．ホル モ ン添加後 ．各 々 の時

問にRNAを抽出し、ラ ッ トFS−〔沢M ブn ・・一ブ を用い

た ノーザンプロ ッ ト法に よ りFSfiiRNAの 発現 に つ い

て検討 した 。FSHレ セプ ターに 関して も同様に cRNA

ブ ロ ープを用い て訳 M を 、また1t51−FSHを馬い た結

合実験に より蛋白 レ ベ ル の 解析 を行 っ た。〈成績〉

ノーザ ンプロ ッ トに よる解析か ら、ラ ッ ト顆粒膜

細胞に おい て FSmRNAの シグナル は 3．8，2．6Kbに 認め

られた 。 1）FSH添加塒 間後に FSの シ グナル は対照

の 1．8倍の ピークを示 し、FSH用量依存性に 増加 し

た。2）ア クチ ビンに より誘導された FSHレセプ ター

の蛋白及びmRNA は、　 FSの 同時投与に よ り抑制され

た。3）アクチビン はFSfiRNAを誘導する が、その作

用は 、FSの同時投与に よ りFS用量依存性に減弱 し

た。4）8−Br−cAMP （2ilrM）添加6−・12時閏後に FSの シ

グナル は対照の 2．7倍の ピークを示 した 。＜ 結論＞

FSmRNAの合成は FSH， ア クチ ビ ンに よ り促 進 され 、

またFSはア クチビン の FSH レセ プ ター誘 導作用を

mRNA レ ベ ル で抑制 した。以上の 結果 よ り、　 FSは 、

卵巣顆粒膜細胞の 分化に おい て 中心的な働 きをす

るFSHの レセ プター
の発現にオー トク リン／バ ラク

リン 的に 作用 し、顆粒膜細胞の 分化 に重要な調節

を行っ て い るこ とが示唆された。

　［目的］我 々 は，コ ラ
ーゲ ン膜の 両 面に顆 粒膜  

細胞 と莢膜 （T）細胞 を個別 に培養す る シ ス テ ム を

開発し，両細胞 の 相互 作用 に よる 卵胞細胞の 機能
形態調節 を研 究 して きた 。今回は ，卵胞発育の進

行に ともな い
，
G細胞の ホ ル モ ン 産生能に及ぼ すT

細胞 の影響が どの よ うに変化する か を検討 した。

　［方法］卵胞 細胞 は ウシ卵巣 よ り採取 した。 コ ラ

ー
ゲ ン 膜の

一
側 にT細胞を

，
また反対側 に小卵胞 （2

〜3  ）もし くは大卵胞 （6〜1伽 m）よ り採取 した G細
胞を培養する （両面培養） 。 対照 と して

， 膜 の
一

側 に G細 胞 を 単独 に培 養 し た （単 独 培 養） 。

Insulin （1μ9／皿 DとTestoster。ne （10
−s
　M）を含 む

無 血 清 培 地 で 96 時 間培 養 後 、 培 養 液 内 の

Estradiol （E2），　 Progesterone （P4），Inhibin濃 度

を測 定 し， 小卵胞 お よび大卵胞 由来 G細胞の ホ ル

モ ン 産生能に及ぼ すT細胞 の 影響の 差異 を比較 し

た 。　［成績］1）E2 産生能 ：単独 に培養 され た場

合 ，大卵胞由来 G細胞は小卵胞 由来 G細胞 に比 べ 10
倍の E2産生 能を有 した 。 小卵胞 由来G細胞 の E2産
生能はT細胞の存在下 で は 194± 8％に増加 した。一

方，大卵胞 由来G細胞 の E2産生 能は逆 に52 ± 9％に

減少 した 。 2）P4 産生 能 ：小 卵胞 由来お よ び大卵

胞由来の G細胞の P4産生 能は T細胞の存在下 で そ れ

ぞ れ 58± 9％
， 52± 6％に減少 した 。 3）Inhibin 産生

能 ：小卵胞 由来G細胞 の Inhibin産生能 はT細胞 の

影響 を受け なか っ た 。 しか し大卵胞 由来 G細胞 の

Inhibin 産生 能は T細胞 の存在下 で は 36± 10％に減
少 した 。　［結 論］1、顆粒膜細胞 の ホ ル モ ン 産生能
は莢膜細胞か らの シ グナル に より変化する 。 2．卵
胞発育過程で 顆粒膜細胞の 機能は様々 に変化す る

が ， 莢膜細胞 に よる顆粒膜細胞の 機能調節 は顆粒

膜細胞の 状態に よ り変化する 。
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